
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災
、

そ
し
て
直
後
の
原
発
事
故
。

未
曾
有
の
大
災
害
を
単
に
知
識
と
し
て
学
習
す
る
の
で
は
な
く
、

い
か
に
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
、今
後
に
つ
な
げ
る
か
を

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニン
グ
の
手
法
を
通
し
て
主
体
的
に
学
ぶ
！

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
ぶ

震
災・復
興
学

放
射
線
・
原
発
・
震
災
そ
し
て
復
興
へ
の
道

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
・
津
波
の
ほ
か
に

原
子
力
発
電
所
の
崩
壊
を
も
も
た
ら
す
と
い
う
、
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い
深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
た
。

震
災
と
そ
の
後
の
復
興
を
考
え
る
に
は
、
文
系
・
理
系
の
総
合
的
知
識
が
必
要
だ
と
考
え
て
、
富
山
大
学
で
は

一
三
人
の
教
員
が
震
災
・
復
興
学
の
授
業
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
と
原
発
被
害
を
含
め
た
本
震
災
に
つ
い

て
は
、
科
学
的
・
政
策
論
的
に
未
解
決
の
課
題
を
は
ら
む
た
め
、
科
学
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
識
を
持
っ
て
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
う
こ
と
こ
そ
有
効
と
考
え
た
。
本
書
は
そ
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

本
書
を
使
っ
て
、
当
時
の
状
況
を
単
に
知
識
と
し
て
知
る
の
で
は
な
く
、
若
い
学
生
た
ち
が
自
分
の
問
題
と
し
て

考
え
る
た
め
の
絶
好
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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第13章 避難児童が取り組む「ふるさと学習」 初澤敏生
福島県の「ふるさと創造学」を例に  

第14章 もし富山で大震災が起きたら…… 橋本勝

あとがき／執筆者紹介

i

序

庄司　美樹・新里　泰孝・橋本　勝

　2011年3月11日に発生した東日本大震災は、甚大な被害をもたらした未曾
有の出来事である。なかでも福島第一原発崩壊は大きな衝撃を与え、長期的影
響を及ぼしている。まもなく10年となる今も、被災地の復旧、復興は十分に
は進んでいない。
　東日本大震災には大学教員も大きな衝撃を受けた。富山大学では、その衝撃
を学生たちと分かち合おうと、いち早く教育テーマとして扱った。同年4月に
は、橋本は教養科目「社会科学の方法と理論」で、新里は共通基礎科目「情報
処理」でこのテーマを取り上げて授業を行った（1）。その後、富山大学経済学部
では被災地から講師を招聘した講演会や、学部を越えた文系教員による授業等
が行われた（2）。
　一方、この事故により大量の放射性物質が環境中に放出された。そして、事
故の経過とともに食品などの放射能汚染に関する報道が連日のように行われ、
社会に放射線に対する健康不安や風評被害が広がった。放射線関係の教員から
は、事故当時の学長が福島県出身であったこともあり、富山の地から福島の復
興のために何かできることはないかとの声が上がった。2012年より現在まで
様々なテーマの市民公開シンポジウム等を開催し、放射線に関する情報発信を
行ってきた。テーマは放射線一般に関するものから、原発事故時の危機管理、
事故後の環境放射能調査と農林水産業への影響まで多岐にわたった。当初は学
内の放射線関係教員が企画し、学内外より講師を招聘していたが、2015年に
は富山大学、弘前大学、東京大学の3大学連携事業として「放射線と環境・食

内容見本


